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1894（明治27）年 7月 日清戦争（〜95年）

1904（明治37）年 2月 日露戦争（〜05年）

1910（明治43）年 8月 韓国併合

1914（大正  3）年 7月〔第1次世界大戦勃発（〜19年）〕

1915（大正  4）年 1月 中国に「二十一カ条要求」

1927（昭和  2）年 6月「東方会議」（〜7月）で「満蒙」生命線論

1928（昭和  3）年 6月 関東軍による張作霖爆殺

1931（昭和  6）年 9月「満州事変」（柳条湖事件）

1932（昭和  7）年 3月「満州国」建国宣言

1933（昭和  8）年 3月 国際連盟から脱退

1937（昭和12）年
7月 廬溝橋事件。日中全面戦争開始

12月 南京事件

1939（昭和14）年 9月〔ドイツがポーランドに侵攻。第2次世界大戦始まる。
英仏がドイツに宣戦〕

1940（昭和15）年

9月「大東亜」全域にわたる日本の「生存圏」を決定

9月 北部仏印に日本軍進出

9月 日独伊3国軍事同盟

11月 カイライ汪政権(中国)に日本領土拡張を認めさせる

1941（昭和16）年

7月 御前会議で「対英米戦辞せず」の決定

7月 南部仏印に日本軍進出

8月 米英両国「大西洋憲章」を発表

11月 御前会議で12月上旬の対米英開戦を決定

12月 真珠湾攻撃と東南アジア侵攻。太平洋戦争開始

1943（昭和18）年 5月 御前会議で、現在のマレーシアおよびインドネシア
の領域を日本の「領土」にすることを決定

1945（昭和20）年

3月 東京大空襲

4月 沖縄戦（〜6月）

8月 広島・長崎に原爆投下

8月 日本の敗戦。連合国の「ポツダム宣言」を受諾

日本の戦争・主要年表
〜語り継ぐ土崎空襲〜
　土崎空襲は、第二次世界大戦末期の1945年（昭和20年）8月
14日午後10：30頃から翌日の8月15日の未明にかけて、日本石油
秋田製油所を目標として、アメリカ軍のB29爆撃機を中心に行わ
れた大規模な空襲です。約130機の爆撃機により12,000発を超
える爆弾が投下されました。
　同製油所は壊滅し、非戦闘員、兵士合わせて死者は約250人
以上、負傷者は200人以上いたといわれています。
　土崎空襲は、秋田県で唯一の大規模空襲であり、日本で最後
の空襲とされています。

ボーイングB29爆撃機

骨組だけが残りました

被害を受けた日石構内の建物

　日石構内の建物は鉄骨
鉄筋造りのものがわずかに
残りましたが、各種機械、
装置、工具などはほとんど
修理不可能となりました。
　燃え続ける火が消えるま
で一週間ほどかかったとい
われています。

■唯一残った被災建物

■当時の遺物

土崎空襲で被災した
柱を利用した建屋で
す。長らく試験室兼
倉庫として使われて
いましたが老朽化が
進んだため、平成29
年に解体され一部の
柱と梁を土崎みなと
歴史伝承館に展示し
ています。

倉庫として使われて
いた建物内部の様
子。爆撃の高熱のた
め鉄筋コンクリートの
内部が出ています。

投下された250ポンド
爆弾破片

空襲で死亡した小学生が着用していた学童服

爆弾破片、端部分がナイフのよう
に鋭くなっています




